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グリーン・ツーリズムにおける
農業と地域活性化
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㈱ファーム・アンド・ファーム・カンパニー

企業理念
自分達の夢の実現による喜びと、
社会貢献を通した人からの感謝を通じて、感謝の喜びを共有する

会社概要

経営支援事業

商品開発・直売事業

飲食事業

惣菜事業

創業支援

Ｍ＆Ａ

農業法人化

６次産業化 企業再生

下野農園

下野農園
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株式会社 大田原ツーリズムの設立

大田原市
㈱ﾌｧｰﾑ・ｱﾝﾄﾞ・
ﾌｧｰﾑ・ｶﾝﾊﾟﾆｰ

グリーンツーリズム
地域活性化

事業性調査・
事業計画の作成

出 資
㈱大田原
ツーリズム

大田原
協議会

事業支援事務局運営

地域コミュニティ
バックアップ 旅行会社

人的資源・
人的ネットワーク投入

経営ノウハウ投入

官民連携 PPP（Public Private Partnership）
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会社概要

代表取締役会長 永山 林 （大田原市副市長）

代表取締役社長 藤井 大介 (㈱ﾌｧｰﾑ･ｱﾝﾄﾞ･ﾌｧｰﾑ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ 代表取締役）

取締役 黒﨑 博孝（大田原市企画監）

取締役 吉岡 博美（大田原市観光協会会長）

取締役 屋代 重夫（那須野農業協同組合長）

社外取締役 五家 正（㈱とちぎテレビ 常務取締役）

社外取締役 濱野 光（㈱エフエム栃木 常務取締役）

監査役 佐藤 芳昭（大田原市産業文化部長）

現在 6,500万円（5,000万円を大田原市が出資）

商号 株式会社 大田原ツーリズム

事務所所在地 大田原市本町1丁目3番3号

大田原市総合文化会館2階

役員 ８名（常勤1名）

従業員 ６名

グリーン・ツーリズム事業 ３名

商品開発事業 １名

経理・事務 １名

（その他 産休１名）
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大田原
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大田原市のグリーンツーリズムの現状

グリーン・ツーリズムによる観光交流人口等（視察含む）
○ 平成24年度

ツアー数 １３回 交流人口 １８９人
○ 平成25年度

ツアー数 ５８回 交流人口 ８０６人
宿泊 ３０５泊

○ 平成26年度
交流人口 ３９２３人

宿泊 ２２３６泊
○ 平成27年度

交流人口 ６４１９人
宿泊 ３３００泊

市内の農家民宿に賛同する農家の軒数（許可済み他、委任状を取得し、手続き中を含
む）

○ 平成24年 事業開始前 ０軒
○ 平成28年４月２５日現在 １２０軒（委任状取得数・申請中含めて）

大田原市 １０２軒、那珂川町 １８軒

※ 観光交流人口・宿泊には
・視察や実踏なども含まれる
・ツアー添乗員、運転手、バスガイドは含まれていない
・同日中に市外と市内との体験があった場合は、市内のみ換算し、同日での重複はしない
・宿泊しても体験をしていない場合は、宿泊後の日は換算はしない

５



お客様が何度も行きたくなる旅行を提供してますか？

涙の出る旅行って想像できますか？

観光地でない観光こそ、本物の文化が楽しめます
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栃木県白地図 大田
原市を紫色で表示

那須町
那須塩原市

矢板市

さくら市

那珂川町

出典：大田原市ＨＰ

旧大田原市

旧湯津上村

旧黒羽町

八溝地区

栃木県大田原
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日本の子供たち

社会人・企業

アジア圏を中心としたインバウンド

９



大田原の体験

例

観光地ではないこの大田原で、田舎にある、そこにある人と地域資源を活用し
ながら、自分達が提供できる体験を１２０以上のプログラムにまとめました
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農家民泊

農家の家に泊まり、農家の生活体験を
しながら、農業や、環境、ふるさとの
大切さを体験し、田舎の人と交流しな
ければ得られない感動があります。

一番の田舎の良さは、そこにある自然と環境、そして何よりも、気さくに話せる
田舎のおじいちゃんとおばあちゃん、その交流を大切にしてます。
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支援者づくり ファンド活用

マイクロファンドを活用し、１口３万円
全国から250名1,000万円の投資をしていた
だき、応援してもらっております。

投資家ツアーなどで、投資家がファンとし
てツアーに参加。
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有休資産の活用 廃校の活用 旧須賀川小学校

２階建ての木造校舎。

フィルムコミッションでも使用されるノスタル
ジーさが残る建物で体験したいとの需要が多い。

宿泊ができないので、日帰りプラン。
限界集落ともいえるこの地域で宿泊型の要望が
あること自体が本来の目的を達成できていない
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１０年後、２０年後の
この地域の歴史、文化、産業を残すために
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